前面ノ ネル/エアフイルター 



お手入れの前には必ず運転を停止し、電源プラグを抜<かブレ_力_を切って<ださい。 
室内ユニットの金属部に手を触れないで<ださい。（けがの原因） 

次のものは使わないで<ださい。（変形、変色、傷の原因） 

• 40° C 以上のお湯 

• ベンジン • ガソリン • シンナーなどの揮発性のもの 
• みがき粉 • タワシなどのかたいもの 


エアフイルター（白色) 





エアフイルターの取外し 


マ 前面パネルを開ける。 


、エアフイルターの取付け 


1 左右の取っ手(青色)を持ち、レールに 
1 沿って差し込む。 


2 フィルターロック（黄色）に指をかけて、 
下方向へ引き下げる。 

• フィルターロック（黄色）のツマミは 
左右各2力所にあります。 




引き下げる 


フイルター□ツク 


確実にロックされていないと前面パネルが破損 
するおそれがあ0ます。 


^エアフィルターを引き出す。 

^ «左右の取っ手（青色）を持ち、少し手前に 
持ち上げる。 

• そのまま下方向へ引き出す。 




取っ手 

(左右各2力所） 
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フイルタ_ロック 



押し上げる 


エアフイルター 


前面パネルを閉じる。 


エアフィルターが正しく動作することを確認するため、 
フィルター掃除運転を行ってください。 












お手入れのしかた 


(つづき) 


光触媒集塵 • 脱臭フィルター(黒色) 


汚れが気になるときに 
• 掃除機でホコリを吸い取る0 
水洗いすると使えなくなります。 



光触媒集塵 • 脱臭フィルターの取外し 


1 前面パネルを開ける。 

〇右側のエアフイルターを外す 。I 


ツマミを持ち、取り外す。 



光触媒集塵•脱臭フィルター 


^触媒篥塵•脱臭フイルターの取付け ) 

t ツマミを持ち、脱臭フイルター枠の四隅 
をしつか〇固定部に取〇付ける。 



正し<取り付けられていないとフイルター掃除 
運転が正常に行えません。 

V_ 

右側のエアフイルターを取り付ける。 

前面パネルを閉じる。 


エアフィルターが正しく動作することを確認するため、 
フィルター掃除運転を行ってください。 



スト U - マユニツト 


タイマーランプが点滅し続けたら、 
またはシーズンに1度 


タイマーランプ 
(橙色） 


ストリーマおそろじサインについて 

1800時間以上運転するとタイマーランプが 
点滅してお知らせします。 

ストリーマおそろじサイン点滅中はストリーマ 
放電できません0 


(ストリーマユニットの取外し 

1 前面パネルを開ける。 

2 ストリーマユニツトのツマミを持ち、 
手前へ引き出す。 


貫 

し i ' r )' •ストリ-マュニット 



ストリーマ ユニッ トの取付け 

7 ストリーマユニツトをちと ど お0 
取り付ける。 



前面パネルを閉じる。 

























光触媒集塵•脱臭フィルター/ 

スト U —マユニット 


電源プラグを抜くか 
ブレーカーを 切る 




へ'、 


『コム手袋， 

|使用| 


① ぬるま湯または水につけおきする。 

(約1時間） 

② 綿棒またはやわらかい布で汚れを落とす。 
(ゴム手袋使用） 

③ 流水ですすぎ、水気を切る。 

④ 風通しのよい日陰で乾燥する。（約1日） 



纖 



I 議圍11111ストリーマおそろじ 
M サインリセット 


お手入れ後、電源プラグを 
差し込むか ブレーカーを 
入れ、運転しない状態で 

c . ;を押す 0 

サインリセット 

籲ストリーマおそろじサインが 
消 1 灯します。 


■ 針に n ミが付着している場合 

針に付着したゴミを、綿棒などのやわらかいものに水や液体中性洗剤を 
しみ込ませて軽くふき取ってください。 

ゴミをふき取る際は、針が変形しないよろに注意して < ださい。 

針が変形すると脱臭能力が低下します。 



ゴミ/^綿棒 


根元から針先へ 
軽<ふき取る 


お願い1 


• 汚れがひどいときは、液体中性洗剤を溶かしたぬるま湯または水につけおきしてください。 

• 液体中性洗剤は洗剤の注意書きに記載された方法で使用し、使用後は洗剤が残らないように十分に水洗いしてください。 
• 粉末洗剤やアルカリ性 • 酸性洗剤を使用したり、かたいタワシなどでこすらないでください。 

(変形、破損、金属部のサビの原因） 

* 布などのせんいクズが残らないようにしてください。（誤作動の原因） 

參ストリーマユニットは分解しないでください。 


_ 






Si 

_ 





前面パネルを開ける 。 « ^ ssa 


左右 2 力所の固定ツマミ清色）を解除側にし、ダストボックスを両手で 
ゆつ <0引き出す。 



ダストボックスの裏側にある 「 PUSHJ が手前にくるよう持ち替える。 
ダストボックスを分解する。 



ff ) ダストブラシを 
w 上に引き出す。 


ダストブラシ 

へ ♦! 



PUSH PUSH を 
V ( T )) 押しながら 


ホコリがたまっているため 
本体を下向きにしないで 
ください。 



ダストブラシ- 

iSfe し、。 


ダストボックス/ダストブラシの取外し 


内部クリーン • おそうじランプが点滅し続けたら 



内部クリーン • 
おそろじランプ(緑色） 


ダストボックスおそろじサインに 
ついて 

_フィルター掃除運転（自動 • 手動）に 
よりダストボックス内にホコリがたまる、 
またはダストブラシが汚れると、内部 
クリ，ン • おそろじランプが点滅して 
お知らせします。 

ダストボックスおそろじサイン点滅中 
は、フイルター掃除運転ができません。 


電源 プラグを抜<かブレーカーを切る 





お手入れのしかた 


(つづき) 



5 をす 
かトシ出 
穴スラ0 
軸タフ取 




































ダストボックス/ダストブラシ 


藝識那_ または 

• ダストボックスとダストブラシのホコリを掃除機で吸い取る。 



、れダストボックス 
_おそうじサインリセット 


お手入れ後、電源プラグを 
差し込むか ブレーカーを 
入れ、運転しない状態で 
D を押す。 


サインリセット 

ダストボックスおそろじサイン 
が消灯します。 


Q ダストボックス/ダストブラシの取付け 


ダストブラシを取り付ける。 


軸穴にダストブラシを 
取り刪。 


⑸ダスト 


ダストブラシ 



ダストブラシは確実に取り付いていることを 
確認してください。ダストブラシが回転せず、 
運転しなくなる場合があります。 


ダストブラシ 


軸穴にダストブラシを 
取り付ける。 


2 


ダストボックスを閉じる。 



3 


ダストブラシが奥側になるように、 
ダストボックスを両手で持ち、 
本体に押し込んで取り付ける。 


4 


左右の固定ツマミを□ック側に 
する。 

前面パネルを閉じる。 



固定ツマ H (左右2力所)を 
ロック側にする。 

確実に固定されていないと 
正常にフイルター掃除運転 
を行いません。 




固定ツマミ 















冷えない•暖まらない 

• お部屋の温度が設定温度に近づくと能力を抑えて運転 
する機能が働くためです。お好みに合わないときは設定 
温度を変えてください。 

• 室内ユニットの真下や横に家具があると、センサーが設定 
温度に近づいたと誤認識することがあります。 

大きな家具など室内ユニットに近づけ過ぎないように 
してください。 

• 屋外温度が低いときに暖房運転すると、室外熱交換器に 
付着した霜を取り除く運転を行うことがあります。（霜取 
り運転） 

霜取り運転が終わると自動的に暖房運転を再開します 
ので、3〜10分間お待ちください。 


パワーセレクトが「入」に設定されていると能力を抑えた 
運転をします。 

お好みに合わなし、場合は「切」にしてください。_ 

ii'iigaii 


通電後を押して運転を再開してください。 







































